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報道関係者各位

2026年10月5日　株式会社ヤマト屋

10月末はハロウィンだけじゃない。
10月27日は「テディベアの日」
日本テディベア協会理事監修、足利織『テディノワール こぐまのミニトート』を30本限定で発売
― X アンケートで過半数が支持した「さりげないテディベア柄」に、ハロウィンカラーのオレンジ
を内側に

創業1892年の老舗バッグメーカー、株式会社ヤマト屋（本社：東京都台東区蔵前、代表取締役社長：正田
誠）は、10月27日の「テディベアの日」に合わせ、『テディノワール こぐまのミニトート』を2026年10月6
日（火）より公式オンラインショップにて30本限定で発売いたします。本商品は、日本テディベア協会の理事
も務める弊社代表・正田誠が監修。公式X（旧Twitter）で実施したアンケート（総投票数284票）の結果をも
とに、外側は「さりげないテディベア柄」、内側はハロウィンを思わせる鮮やかなオレンジという、両方の声
に応える一点に仕上げました。
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背景：10月27日「テディベアの日」をもっと多くの方に

近年の日本では、10月末といえばハロウィンがすっかり定着しました。その一方で、
10月27日が「テディベアの日」であることは、まだ十分に知られていません。テディ
ベアの名の由来となった米国のセオドア・ルーズベルト大統領の誕生日にちなんだ記
念日です。

ヤマト屋では、代表の正田が日本テディベア協会の理事を務める縁から、毎月27日を
「テディの日」としてテディベア柄のバッグを紹介してきました。この秋は「ハロウィンの季節にも、テディベア
の日を楽しんでほしい」という思いから、公式Xでお客さまの声を伺いました。

Xアンケート「10月末に使いたいミニトートバッグは？」

実施期間：2026年9月25日〜9月30日／総投票数284票

さりげないテディベア柄 51.4%

ハロウィンカラー 35.2%

いずれも 13.4%

過半数が「さりげないテディベア柄」を支持した一方で、「ハロウィンカラー」「いずれも」を合わせると約半数
（48.6%）がハロウィンらしい色も楽しみたいと答えています。そこで外側は大人が日常で持てる黒のテディベア
柄、内側はハロウィンカラーのオレンジという組み合わせで、両方の声に応えました。

商品の特長

1 伝統の足利織。1色の糸の陰影だけで描くテディベア柄

表地には、18世紀半ばから織物の産地として知られる栃木県足利で織られた生地を使用しました。伝統的な足利織
で織り上げた特別な生地で、色を使い分けるのではなく、1色の糸が生む陰影だけでテディベアの柄を浮かび上が
らせています。遠目には上品な花柄に見え、近づくとテディベアが現れる「さりげなさ」が、大人の日常使いにな
じみます。表地・裏地ともに撥水加工済みです。
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2 開けるたびにハロウィンカラー。黒に映えるオレンジの裏地

アンケートで寄せられた「ハロウィンカラー」の声は、内側に取り入れました。黒の外観は季節を問わず使え、
ファスナーを開けると鮮やかなオレンジがのぞきます。

3 ミニサイズでも、必要なものはしっかり

本体重量は約80g。折り畳み財布、スマートフォン、タオル、コンパクトな日傘、150mlのボトルまで収まりま
す。底はたっぷり、口元は細めのフォルムで、開口部はファスナー式。ランチやカフェへのお出かけ、旅行先での
ちょっとした移動や機内バッグとしても活躍します。

4 テディベアのチャーム付き

テディベア型のレザー調チャーム、ハートモチーフ、編
み込みコードなどをまとめたチャームが付属します。取
り外しもできるため、シーンに合わせて印象を変えられ
ます。

5 今回限り。再生産の予定はありません

この柄の生地を生産していた工場はすでに閉鎖され、今後同じ生地を入手することはできません。手元の生地在庫
から仕立てられる最大数、30本のみの生産です。なくなり次第販売終了となり、再販売の予定はありません。
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監修者コメント

商品概要

商品名 テディノワール こぐまのミニトート

価格 6,050円（税込）

カラー noir（クロ）／裏地：オレンジ

サイズ 縦16cm × 横（口元）23cm／（底）14.5cm × 底マチ10.5cm
持ち手の高さ11cm（手を通す用）

重量 約110g（本体80g、チャーム30g）

素材 表地：ポリエステル（足利織）、裏地：ナイロン、持ち手：ポリエ
ステル（塩化ビニル樹脂コーティング）

仕様 ファスナー開閉、表裏撥水加工、取り外し可能なチャーム付き

生産国 日本

販売数 30本限定（なくなり次第終了・再販売の予定なし）

発売日 2026年10月6日（火）

販売先 ヤマト屋公式オンラインショップ
https://www.shop-yamatoya.com/view/item/000000001064

会社概要

会社名 株式会社ヤマト屋

代表者 代表取締役社長　正田 誠

創業 1892年（明治25年）、東京・浅草にて創業

所在地 〒111-0051 東京都台東区蔵前3-14-5

事業内容 婦人バッグの企画・製造・販売

公式オンラインショップ https://www.shop-yamatoya.com/

公式SNS Instagram：@yamatoya1892　X：@yamatoya_1892　Facebook：yamatoya1892
LINE：@531melni　YouTube：@RaviraviJp

本件に関するお問い合わせ
株式会社ヤマト屋　企画営業室　石崎 龍心
TEL：0120-116-270（平日10:00〜17:00）　E-mail：ask@yamatoya-tokyo.co.jp

日本テディベア協会 理事／株式会社ヤマト屋 代表取締役社長　正田 誠

「10月27日の『テディベアの日』を、もっと多くの方に知っていただきたい。そんな
思いから今回の企画が始まりました。アンケートでいただいたお客様の声を、表のさ
りげないテディベア柄と、内側の鮮やかなオレンジに込めています。この足利織は、も
う二度と作ることのできない貴重な生地です。バッグは物を入れるだけの道具ではな
く、持った人がワクワクするものであってほしい。このバッグと一緒に、毎日の小さ
なワクワクを楽しんでいただけたら嬉しいです。」 
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